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さいたま市長年頭記者会見 

平成２９年１月５日（木曜日） 

午前１１時００分開会 

〇 進  行   定刻となりましたので、市長年頭記者会見を始めさせていただきます。 

         それでは、記者クラブ幹事社の埼玉新聞さん、進行をよろしくお願いい

たします。 

〇 埼玉新聞   １月の幹事社を務めます埼玉新聞と申します。よろしくお願いします。 

         明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 

         それでは、早速ですが、市長から年頭の挨拶をお願いします。 

〇 市  長   明けましておめでとうございます。 

         皆様には、お健やかに新年をお迎えのこととお喜びを申し上げます。旧

年中は、市政各般にわたりご理解、ご協力をいただき、まことにありがと

うございました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

         迎えました新年、さいたま市では２８年ぶりの開催となります「第８回

世界盆栽大会ｉｎさいたま」が開催されます。この大会の名誉総裁には、

光栄にも秋篠宮文仁親王殿下にご就任をいただきました。自然の摂理と人

知が融合した芸術であり、本市を代表する伝統産業でもある大宮盆栽をこ

の機会に世界に向けてさらに高らかに発信していきたいと考えています。 

         さて、さいたま市の昨年を振り返りますと、３月には北海道新幹線が開

業し、一昨年の北陸新幹線の金沢駅延伸に続いて本市は北の大地ともつな

がる年となりました。 

         また、３月の末に国が決定をいたしました首都圏広域地方計画では、「大

宮」が東日本の玄関口と位置付けられ、本市は東日本のヒト・モノ・情報

の対流する拠点と位置づけられました。さらに、首都直下地震の際には、

首都圏機能をバックアップする最前線の役割も期待されることとなりまし

た。 

         日本経済のエンジンである、イノベーションの中心である首都圏におい

て、あるいは多様な産業や文化を持つ東日本の中で、本市は大変重要な役

割を期待されることになりました。 

市長年頭あいさつ
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         ４月には、新大宮上尾道路の事業化も決定し、道路網におけるさいたま

市の機能も一段と高まることになります。 

         こうした国の動きは、誕生から１５年、さらには合併前の各市において

まちづくりに尽力してこられた先人の皆さん、そして市民の皆さん、企業

や団体の皆さんによるご尽力の賜物にほかなりません。こうした動きや成

果は、さいたま市の１０年先、あるいは１００年先を見据えたまちづくり

の上でも大きな追い風になるものと考えております。 

         また、４月には市内全小中学校でグローバルスタディがスタートいたし

ました。これは、昨年度まで一部の学校で先行実施されていたものを全市

に展開したものであります。昨年も申し上げましたが、子供たちにはこの

科目を通じて異文化を受け入れる柔軟さや寛容さと世界に通じるコミュニ

ケーション力、人間力を養ってもらいたいと考えております。 

         ８月には、ブラジルのリオデジャネイロでオリンピック、続いてパラリ

ンピックが開催されました。さいたま市からも地元の中学校に通う競泳の

酒井夏海選手や陸上の藤光謙司選手など多数の選手が出場されました。女

子バドミントンの奥原希望選手、ウィルチェアーラグビーの岸光太郎選手

におかれましては、銅メダル獲得という素晴らしい成績を残しました。彼

ら、彼女たちの出場に至るまでの不断の努力とリオでの健闘を改めてたた

えたいと思います。 

         リオの終了は東京のスタートでもあります。自国開催の東京オリンピッ

ク・パラリンピックでさいたま市ゆかりの選手たちが再び素晴らしい活躍

を見せてくれることを今から期待しております。 

         ９月には、国際芸術祭「さいたまトリエンナーレ２０１６」が開幕し、

国内外３４組のアーティストによる作品やパフォーマンスが繰り広げられ

ました。作品が市内各所で姿を現すまでＰＲに苦戦した面もございました

が、７９日間にわたる展示やパフォーマンス、アーティストによるワーク

ショップ等に大勢の方々に参加いただくことができました。 

         また、今回のトリエンナーレは参加型の芸術祭を標榜したわけでありま

すが、登録いただいたサポーターは１０代から８０代まで幅広い年齢層に

及び、サポーター有志による自主企画でありますとか、あるいは市民発の

プロジェクトなども開催されました。多くの企業や団体の皆様からは多大
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なご協賛をお寄せいただきました。この場をおかりしまして厚く御礼を申

し上げたいと思います。 

         トリエンナーレに参加し、支えてくださった皆さんのさまざまな出会い

や経験がこれからの文化芸術都市の創造に向けて大きな力になってくれる

ことを期待しています。 

         １０月には、第４回目となる「ツール・ド・フランスさいたまクリテリ

ウム」を開催し、この大会は４賞ジャージ獲得選手が一堂に会する大会と

なりました。 

         １１月の「第２回さいたま国際マラソン」は、関係機関のご理解、ご協

力もあって、今回からフルマラソンの制限時間を６時間に延長して開催す

ることができました。前日のランニングイベント「駒場ファンラン」を含

め、参加いただいたランナーは１万７，５２８人に及びました。 

         特に「駒場ファンラン」におきましては、親子連れや車椅子の皆さんに

も駒場スタジアムを走っていただくことができました。私もファンラン当

日会場に伺いましたが、車椅子の皆さんのスタート前の笑顔、彼らに送ら

れるスタンドからの大きな声援など、スポーツで人と人とを結びつけるす

ばらしい光景を目の当たりにしました。 

         また、同じ１１月には、２回目の開催となる「東日本連携・創生フォー

ラムｉｎさいたま」を開催いたしました。新たに３市にご参加いただきま

して、東日本をつなぐ自治体のネットワークは本市を含め１８市町に広が

りを見せました。昨年はさいたま市１５周年の節目の年でしたが、総じて

さいたま市にとって追い風となることやよいことが多い１年ではなかった

かと思います。 

         スポーツのまちづくりについて改めて触れさせていただきます。これか

らの高齢社会の到来に備え、市民の皆さんの日常の中に軽い運動やスポー

ツが自然に溶け込んでいる社会を構築していくことがとても大切だと考え

ております。 

         本市では、昨年９月から健康マイレージをスタートいたしました。歩数

や健康診断などの受診回数に応じましてポイントが付与され、景品の抽せ

んにも応募いただけるこの健康マイレージの制度を少しでも多くの方に知

っていただき、また実践をしていただき、健康づくりに役立てていただき



4

たいと思います。 

         私自身はさいたま国際マラソンで人生初のフルマラソンに挑戦し、５時

間２６分２６秒で完走を果たすことができました。フルマラソンへの準備

や参加を通じて、体を動かしていくことで自分の体調や健康への意識が高

まったり、また健康増進につながることを身をもって体験いたしました。

また、私自身も大会ＰＲを兼ねて４２．１９５キロを走ったことでランナ

ー目線で課題を把握することができ、大変有意義であったと思っておりま

す。 

         Ｊリーグでは、昨年浦和レッズと大宮アルディージャが大変奮闘してく

れました。浦和レッズは、ルヴァンカップに続き第２ステージ優勝と年間

勝ち点１位を勝ち取りました。大宮アルディージャは、Ｊ１復帰１年目の

シーズンでクラブ史上最高のＪ１の５位につけました。また、天皇杯でも

ベスト４に進出いたしました。両チームには、昨シーズンの成績に満足す

ることなく、迎える２０１７年のシーズンにさらなる高みを目指していた

だきたいと思います。 

         本市のスポーツのまちづくりの象徴の一つとも言えるのが平成２３年に

誕生したさいたまスポーツコミッションであります。さいたまスポーツコ

ミッションは、本格的なスポーツコミッションとしては全国初の組織で、

昨年度末までの経済効果は約３７５億円にのぼります。 

         昨年開催しました設立５周年の記念シンポジウムには、オランダのロッ

テルダム・トップスポーツのハンス・デン・オーデンダマー ディレクター

をお招きしまして、基調講演をしていただきました。地域やスポーツを通

じて健康になり、経済や観光の面でも活性化していくために、これからも

さいたま市とさいたまスポーツコミッションが連携してスポーツのまちづ

くりを進めていきたいと考えております。 

         年末の記者会見でもご報告をいたしましたが、最新の市民意識調査では

さいたま市を「住みやすい」と感じる市民の割合は８３．２％で過去最高

を更新しました。「住み続けたい」という定住意向を持つ市民の割合も

８４．６％と過去最高でありました。 

         また、民間の調査機関、日本総合研究所がまとめました政令指定都市の

幸福度ランキングで、本市は全国２０政令市のうち幸福度１位の評価をい
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ただくことができました。これらの高い評価は、日ごろから地域コミュニ

ティを支え、地域の安心・安全のために活動されている多くの市民の皆さ

ん、またさまざまな団体、また企業の皆様のおかげであります。心から感

謝を申し上げたいと思います。 

         昨年は、大河ドラマ「真田丸」が大きな話題を呼びました。決して大き

な勢力ではなかった真田家が情報収集力、戦略と戦術、あらゆる知恵を尽

くして２度も徳川の大軍を破り、一族が乱世を乗り越えていく姿に多くの

国民が胸を躍らせました。世界の中の日本は戦国の真田家と共通するもの

があるかもしれません。日本は国土や人口の面では決して大国ではありま

せんが、知恵や技術、あるいは文化の面ではどこの国にも負けないものを

持っていると思います。 

         さいたま市の人口は昨年１２８万人を突破いたしましたが、人口減少と

異次元の高齢化の時代もすぐそこまで来ております。ここ数年来申し上げ

ているとおり、この５年、１０年はまさにさいたま市の将来を決する大事

な時間になると考えております。さいたま市も情報収集や戦略と戦術、あ

らゆる知恵を尽くして困難な時代を乗り越えていきたいと思います。 

         東日本の中枢都市、日本一の教育都市、健幸、スポーツのまち、そして

環境先進都市など私が申し上げている新しいさいたま市の姿は、市民の皆

様の力を結集することなくしては実現することができません。スポーツや

文化芸術を通じて人と人、世代と世代が結びつく、絆で結ばれた都市、子

供が輝く都市を目指すとともに、東日本の連携や力強い経済力の醸成によ

ってビジネスとビジネスが結びつき、市民や企業から選ばれる都市を目指

してまいりたいと考えております。どうか本年もさいたま市がさらに前進

し、飛躍していくために皆様の力添えをよろしくお願い申し上げます。 

         結びに、新年が皆様にとって幸多き１年となりますことを心から祈念を

し、私の年頭の挨拶とさせていただきます。ことしもどうぞよろしくお願

いいたします。 

幹事社質問：

１ 今年の抱負と今年の漢字について

２ 世界盆栽大会について
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〇 埼玉新聞   どうもありがとうございました。 

         それでは、幹事社として代表質問をさせていただきます。大きく２つあ

ります。１つ目が、２０１７年が幕をあけましたけれども、ことしの抱負

をお聞かせください。これは例年恒例になっているのかもしれませんが、

またことしの漢字を１字上げるとすれば、どんな漢字かを教えていただけ

ればと思います。 

         大きく２つ目は世界盆栽大会についてです。そのうちの一つが、４月

２７日に開幕しますが、それに向けた現在の心境をお聞かせください。も

う一つは、１９８９年の大宮開催以来２８年ぶりの凱旋になります。前回

と違う魅力はどこなのか、またＰＲを含め、どう盛り上げていくのか、お

考えをお聞かせください。 

〇 市  長   それでは、幹事社のご質問に順次お答えしたいと思います。 

         まず１点目は、今申し上げた部分とちょっと重複する部分も多々あるか

と思いますが、ご容赦願いたいと思います。まず、ことしの抱負について

でありますけれども、現在本市の人口は１２８万人を超え、引き続き増加

基調にございます。政令指定都市の中でも３番目に今人口が増えていると

いう状況であり、まさに多くの方々から選ばれ、また発展、成長し続ける

都市となっています。 

         今後もしばらくはこの増加基調が続くことが予想されますが、これから

のまさに１０年、この１０年が本市が厳しさを増す都市間競争に勝ち残り、

持続可能な発展を続けていくために残された大変大切な時間であると考え

ております。新たなステージとなる運命の１０年と考えております。その

ためにも、本年も本市の強みを徹底的に生かした施策や事業に力を入れて

取り組んでいきたいと考えております。 

         まず、その中で平成２８年度のＣＳ９０運動の更なる推進を進めていき

たいと考えております。平成２８年度の市民意識調査については、先ほど

も申し上げました。「住みやすい」が８３．２％、「住み続けたい」が８４．６％

と過去最高の数値を示しているところであります。本年も強みを生かした

様々な施策あるいは事業の取組を進めていくことで、市民の皆さんがさい

たま市に住んでよかったと思う市民満足度９０％以上に向けまして一歩で

も二歩でも近づけるような更なる高みを目指して全庁一丸となって取り組
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んでいきたいと考えております。 

         そして、２つ目は子育て楽しいさいたま市への取組の強化であります。

市民の皆さんが住みやすいと実感できるまちづくりの実現に当たっては、

特に福祉や子育て等の施策の充実が重要であると考えております。特にさ

いたま市は２０代、３０代の方々が他の地域から移り住んでくれている社

会増が大変多いというのも特徴の一つであります。子育て楽しいさいたま

市を目指し、さいたま市まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げておりま

す多子世帯支援の推進、あるいは妊娠・出産包括支援センターの設置など

を含めまして、安心して子供を産み育てられるまちに向けまして施策ある

いは事業に取り組んでいきたいと考えています。中でも保育所等の待機児

童につきましては、昨年４月時点で２４人まで減少してきていることから、

本年４月までの解消に向けて、施設の整備拡充やきめ細やかな相談支援に

取り組んでいきたいと考えております。 

         そして、３つ目としては、健幸で安心・安全に暮らせるまちづくりに向

けた取組の強化でございます。健康寿命を延ばし、市民一人ひとりが健康

で幸せと書いて「健幸」に暮らしていくことが超高齢社会を迎えた今後の

本市の活性化には不可欠であると考えております。 

         今後高齢者数が大幅に増える中で、高齢者が住み慣れた地域で安心して

暮らしていけるように、地域包括ケアシステムの構築に向けて、本年４月

から新たな総合事業を実施すべく準備を進めてまいりたいと思います。 

         スマートウエルネスさいたまや健康マイレージなどの取組を通じまして、

楽しみながら体を動かすことや食生活に気を配ることといった生活習慣へ

の意識を高める取組などに引き続き取り組んでいきたいと考えております。 

         そして、４つ目としましては、日本一スポーツで笑顔あふれるまちへの

取組の強化であります。本市が直面する課題を解決していくためにはスポ

ーツの果たす役割が大変大きいと私は考えています。スポーツによる健康

増進は、高齢化の問題の解決にも寄与し、「スポーツのまち さいたま」と

しての都市ブランド力の向上にもつながっていく、また子供たちの教育、

健全育成、スポーツ観光、スポーツビジネスによる地域経済の活性化ある

いはスポーツを通じたコミュニティの再生など、スポーツはいろいろな力

を持っていると思っています。 
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         本年２月には２０１３年以来となります「第１０回さいたまシティカッ

プ」を浦和駒場スタジアムにおいて開催いたします。スポーツを「する」、

「みる」、「支える」といった取組を通じて、「日本一スポーツで笑顔あふれ

るまち」を目指していきたいと思います。 

         そして、５つ目でありますが、東日本の中枢（都市）に向けた取組を強

化してまいります。先ほどもお話ししましたが、昨年３月に首都圏広域地

方計画が国土交通大臣決定され、さいたま市が東日本の対流拠点に位置付

けられました。東北圏、北陸圏、北海道を連結する、首都圏のまさにハブ

の役割を果たすということになっております。また、あわせて災害時のバ

ックアップ拠点としての機能も強化をしてまいりたいと思います。 

         昨年３月に北海道新幹線が開業しました。まさにさいたま市にあります

大宮駅は東日本の結節拠点として、その重要性はますます高まってきてお

ります。その中で、そういったさいたま市の強みを更に生かして、東日本

のハブシティとしての役割、また地位を確立していきたいと考えておりま

す。 

         その東日本のハブシティ、中枢都市を形成していくために大宮駅グラン

ドセントラルステーション化構想の取組をはじめ、駅機能の高度化、また

鉄道路線間の乗り換えの改善、大宮東口駅前広場の整備などに取り組んで

いきたいと考えています。 

         また、昨年は熊本の地震などをはじめ、災害の大変多い年でもありまし

た。市民の防災に対する関心は改めて高まりを見せ、安全安心に生活でき

る環境づくりが求められていると感じております。また、災害に強いとい

うのも、これはさいたま市の大きな強みの一つであると考えております。 

         昨年７月にＴＥＣ―ＦＯＲＣＥの（進出）拠点として、日本大学法学部

大宮キャンパスの使用に関する協定を日本大学と国土交通省、さいたま市

で締結させていただきました。引き続きこの首都直下型地震の発災時にお

きまして、首都圏の機能をバックアップし、そして災害に強いまちづくり

をしっかりと進め、地域の防災力の強化に取り組んでいきたいと思います。

こうしたことをしっかりと、着実に進めていきたいというのがことしの抱

負であります。 

         そして、ことしの漢字でございますけれども、一昨年の北陸新幹線の金
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沢延伸に続きまして、昨年北海道新幹線が開業をし、先ほど来申し上げて

いるとおりさいたま市は東日本の連携拠点、首都圏と東北圏、北陸圏、北

海道を結びつけるその大きな役割を果たしていくということがございます

ので、ことしの漢字としては「結」、結節の「結」にいたしました。 

         今後この交通結節機能をさらに充実させることによって、東日本の結節

機能を高めていくと同時に、東日本の対流拠点として、それらに加えて、

ヒト・モノ・情報が本市に結集をしていく年にしていきたいと考えており

ます。 

         こうした東日本の中枢都市の実現をはじめ、日本一の教育都市あるいは

スポーツのまち、文化芸術都市などの実現は、市民の皆様の力の結集が必

要であると考えております。そういう意味では、市民の皆さんの力の結集

という意味でも、この「結」というふうに思っております。 

         そうした２つの「結」、結ぶということを通じて、しっかりとした結果も

残していきたいと思っております。漢字については以上でございます。 

         続きまして、２つ目、世界盆栽大会についてのご質問にお答えいたしま

す。中国で開催された２０１３年の第７回世界盆栽大会におきまして、私

もみずから大会に赴きまして誘致活動を行い、さいたま市での開催が決定

をし、それからいよいよ残り４カ月という状況になってまいりました。 

         １９８９年に第１回目の世界盆栽大会が旧大宮市で開催され、その後盆

栽は海外でも「ＢＯＮＳＡＩ」として注目されるようになっており、大宮

盆栽美術館や大宮盆栽村には大宮盆栽の魅力を求めて多くの外国人観光客

が訪れております。 

         ２８年ぶりにさいたま市で開催されますこの第８回目の世界盆栽大会で

は、多くの観光客へのおもてなしの心と、長い歴史と伝統によって育まれ

地域に根差してきた、そして発展をしてきたこの盆栽の魅力を感じていた

だければと思っております。 

         前回と違う魅力、またＰＲを含め、どう盛り上げていくのかについてで

ありますけれども、今回の大会のテーマは「盆栽、～次の１００年へ～」

というものであります。第１回の世界盆栽大会は、東洋で初めての盆栽の

大規模な国際イベントであり、世界中から愛好家の皆さんに参加をしてい

ただきました。今回の第８回世界盆栽大会では、次世代へつながる大会と
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して、メイン会場のさいたまスーパーアリーナで開催される展示会には小

学生以下は無料で入場ができるようになっており、若い世代にも気軽にこ

の盆栽に触れる機会を創出できるようにしております。 

         さらに、さいたま市では若い世代へ盆栽の魅力を伝えるために、昨年

１０月から市内の小学生が盆栽づくりを授業で体験しており、約

１，０００名の小学生が盆栽を作製する予定であります。その個性あふれ

る盆栽をさいたまスーパーアリーナに展示して、新たな盆栽の可能性を大

いに発信していきたいと思います。 

         また、既に小学生の作製した盆栽の先行展示としまして、昨年１０月の

１日と２日に世界盆栽大会の半年前イベントとして、大宮駅の西口イベン

トスペースにおいて、植竹小学校６年生の製作しました盆栽を約１４０席

展示して、大宮駅利用者から多くの注目を集めることができました。 

         世界盆栽大会は、国内はもとより、世界に大きく広がる盆栽愛好家の交

流の祭典として、またさいたま市から新たなスタートを切り、伝統の盆栽

を受け継ぐとともに、次世代の育成、そして性別、また年代を超えて愛さ

れる盆栽の可能性を世界に向けて発信するすばらしい大会にしていきたい

と考えております。ぜひ多くの方々に会場まで足を運んでいただければと

思っております。 

         以上です。 

〇 埼玉新聞   どうもありがとうございました。 

         それでは、代表質問に関して、質問のある社は質問をどうぞよろしくお

願いします。 

         では、初めに私から２点ほど。まず、ことしの漢字１文字、「結」という

漢字、どうもありがとうございました。先ほどのお言葉の中で最後に、し

っかりと結果も出していきたいとおっしゃっていて「結ぶ」ということに

関して具体的に二、三個挙げられていましたけれども、特にどの分野で結

果を残していきたいのかのお考えがあれば、難しい質問で申しわけないで

すけど、お聞かせください。 

         あと１つ、盆栽のことなんですけれども、市長ご自身は盆栽の魅力とい

うのはどんなところに感じていらっしゃるか、今までのご自身が触れた経

幹事社質問１・２に関する質問
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験で結構ですので、お聞かせ願えればと思います。 

〇 市  長   結果ということについては、すぐに出てくるものと、そうでないものと

は当然あると思いますが、特に昨年首都圏広域地方計画の中で、東日本の

対流拠点という位置付けをいただきましたので、それをベースにしながら、

ことしやるべきこと、東日本連携・創生フォーラム、ことし３回目になる

と思いますが、そうしたソフト面あるいは仕組みづくりなどにしっかりと

結果を残していきたいと考えておりますし、またそれらを進めていく上に

おいても、ハード面、インフラの部分であったり、あるいは都市機能の部

分であったり、これも前に進めていくことが必要です。１年で建物あるい

はインフラが全てできるわけではありませんけれども、しっかりとスター

トを切ってそれらが前に進んでいく、そういった結果を残していきたいと

思います。 

         また、世界盆栽大会もありますので、それに向けてもしっかりと結果を

残していきたいと思っておりますし、最大の結果を出したい部分として言

えば、今ＣＳ９０運動にしっかりと取り組んでおり、あと４年で９０％以

上という（目標を掲げて）おりますので、さらに大きく飛躍し、また頑張

っていかなくてはこの９０％の目標まで達することができませんので、そ

ういう意味でも住みやすいと言っていただける市民の割合をしっかりと増

やしていくということを結果として残していきたいと思っております。 

         それから、２つ目の盆栽の魅力についてでございますけれども、これま

で私もさまざまな機会で盆栽と触れ合い、また時には盆栽を育てさせてい

ただいたりということもございました。当選した当初に、植竹小学校の子

供たちと一緒に小さな苗木から真柏の盆栽を植えさせていただいて、普段

は小学校のみんなに水をあげてもらったりもしていますけれども、年々、

その節目の時に私が盆栽にはさみを入れて、育てるということの、ほんの

一部でありますけれどもやってきまして、やはり盆栽は生きているまさに

芸術品でもありますので、年々変わっていく盆栽の様子を見ていると、子

供のようにかわいく思いますし、また盆栽自身がさいたま市の一つの文化

でもあるのですけれども、さいたま市をあらわす象徴ではないかと私は思

っています。 

         というのは、都市と人と自然とが共生していく文化が盆栽ではないかと
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思います。小さな盆栽の宇宙観の中にこの盆栽が表現をされて、都市の中

でそれを育んでいく、またそれを人が育てていくという、そういったかか

わりこそがまさに盆栽の文化だと思います。そういう意味では、盆栽自身

はやればやるほど大変奥深い世界でもありますし、人材の育成であったり、

あるいはさまざまな世代にこの盆栽のよさを知っていただくということが

まだまだ不足をしているところでありますから、まさに今回の大会では、

先ほど申し上げましたとおり多くの方々にこの盆栽のすばらしさを感じて

いただく機会にしていただきたいと思っています。 

         私自身は、人と都市と自然が共生する文化、これが盆栽文化であると思

います。これからも多くの方々に知っていただきたいと思っております。 

〇 埼玉新聞   どうもありがとうございました。 

         ほかに幹事社の代表質問に関して、質問のある社はありますでしょうか。 

〇 朝日新聞   朝日新聞です。ことしもよろしくお願いいたします。 

         本年力を入れていきたいことの中で、東日本の中枢に向けた取り組みと

いうことを挙げていらっしゃったと思うんですが、これに関しては計画さ

れているＭＩＣＥの業者さん、民間からの反応がなかなか難しい点もあっ

たりですとか、あと１２月議会で予算を上げていらっしゃった東日本の交

流拠点、議会からいわば物言いがついた形になったりだとか、おっしゃっ

たようにハード面での整備がいろいろ課題もあるかなという感じもしてい

るのですけれども、市長自身はこのあたりどう受けとめていらっしゃるか

ということと、あるいはハード面の整備について、今後どこが一番課題に

なってくる、どこら辺が大変だと思っていらっしゃるかというあたり、伺

えればと思います。 

〇 市  長   ハード面については、１つはハードを整備する上においては、まずはま

ちづくりをしていく上で、住民の皆さんに十分ご理解をいただきながら進

めていかなければいけないという部分がございますので、そういった部分

も含めてしっかりやっていかなければいけないということがあろうと思い

ます。 

         それからもう一つは、それが長期間残っていくというものでありますか

ら、ニーズをしっかりと把握をしていくということが２つ目のポイントだ

幹事社質問１に関する質問
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ろうと思います。 

         それから、今の時代でありますから、できるだけ民間の力をいかに生か

せるかというのが私たちにとってのポイントだろうと思っております。そ

んな中で、やはりできるだけ民間の力を活用していくことで、特に経済と

いう側面が強くございますので、できるだけ行政側としてはいろいろなサ

ポートをしていく、あるいは行政としてやるべきことをやっていくわけで

ありますから、できるだけそれを最小限にして、かつ民間の皆さんがやり

やすい環境をつくっていくというのが最大のポイントだろうと。これはセ

ンターにしても、あるいはＭＩＣＥの施設についても、あるいは周辺のま

ちづくりについても共通のことではないかと思っております。 

〇 朝日新聞   ちょっと追加で。東日本の交流拠点で議会からいろいろ質問が出て、な

かなか予算があがらないということがあったと思うんですが、あれは市長

からごらんになって、どのあたりがうまく説明できていなかったというか、

うまく通じていなかったからああいうことになったと分析していらっしゃ

いますか。 

〇 市  長   １つは、事業主体、事業を進めていく主体はさいたま市自身ではありま

すけれども、ただ、東日本のいろいろな自治体のニーズや、そういったこ

ともやはり私たちとしても踏まえてやらないと、ひとりよがりのものにな

ってしまってはいけないということがあります。直前にフォーラムなども

あったりしましたので、幾つか当初考えていたものから、少し違う視点も

いろいろ出てきたりもしておりますので、そういう意味で方向性が必ずし

も明確に議会のほうにお示しができなかったところがあったのかと思って

おります。ただ、それらも踏まえて、その後ご理解をいただけたと認識を

しておりますので、今後いろいろな細かい点などについては、議会にも十

分ご理解をいただきながら進めていきたいと思います。 

         方向性については、議会のほうも東日本の連携については大いに賛成を

していただいていると認識しております。 

〇 埼玉新聞   ほかに質問ありますでしょうか。 

         それでは、幹事社質問以外に質問がある社はご自由にどうぞ。 

〇 毎日新聞   毎日新聞です。 

その他：東京オリンピックの費用負担について
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         東京オリンピックの大会経費の費用負担の問題について伺います。正式

なものではないとは思うんですけれども、その大会の経費について、会場

がある自治体にも負担を求めるような話が出ているという風潮があると。

そのことについて、市長はどう受けとめておられるかというのを伺いたい。 

〇 市  長   まだ求められているわけではありませんけれども、そういう雰囲気が今

あるということで、埼玉県をはじめ開催の自治体と今連携をしながら、当

初お約束をしていただいておりました東京都、あるいは委員会等が負担を

して、開催自治体には基本的には、恒久的なものは別として、かけないと

いうことで、そういう負担はありませんということで言われてきたもので

ありますから、その辺についてしっかり確認をしていこうということで、

先般要望活動などを行わせていただいたわけであります。他の自治体とも

今後も連携をしながら、私たちも全体の経費の中身であるとか、そういっ

たことがまだ十分知らされていないということもございますし、そういっ

たことも含めて、東京オリンピックまで時間がそれほど多くはなくなって

きておりますので、その準備のためにしっかりと進めていかなければいけ

ないだろうと思っております。情報共有も含めてやっていく必要があると

思っております。 

         あと、その負担については、これまでどおり原理原則をしっかり守って

いただきたいというのが私たちの思いであります。 

〇 埼玉新聞   じゃ、五輪に関して私のほうから１つ。 

         きのう日本の森喜朗会長が、川越市のゴルフの会場について都心から

４０キロほど離れていて交通面の心配と、あと夏に行われて気温が４０度

近くになるんじゃないかということで、川越市で本当に大丈夫なのかみた

いな発言がありましたけれども、さいたま市も競技幾つか予定されていま

すけれども、交通面とか、そういうのは今のところ市長のお考えとしては、

問題ないというふうには感じていらっしゃいますでしょうか。 

〇 市  長   交通面などについては、スーパーアリーナについては当然特に問題はそ

れほどないだろうと思っております。これは、鉄道という路線についても、

あと首都高速の交通規制との絡みも出てくるかもしれませんけれども、そ

ういったことも含めてですね。あとは、埼玉スタジアムについては、そう

その他：市内の東京オリンピック競技会場について
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いう交通のアクセスが多少弱いところもあろうかと思いますので、そうい

ったことも含めて準備を、あるいは検討を進めていく必要があるだろうと

思っております。 

〇 埼玉新聞   ほかに質問はありますか。 

         どうもありがとうございました。 

〇テレビ埼玉   テレビ埼玉です。 

         年末の会見のときに、市長選についてなんですが、４年間の成果が見え

てくる中でどうするのか今後判断していきますというお話だったのですが、

余り日にちもたっていないので、そんな大きなお気持ちの変わりはないか

と思うんですが、改めてお聞かせ願えますか。 

〇 市  長   ちょうど年末の記者会見でも申し上げましたとおり、まだもう少し、こ

れまでやってきた成果や、あるいは事業の進捗状況なども踏まえて、今後

のことについては今自分なりに考えているところでありまして、まだお正

月休みだけでは足りなかったと、正月休みを十分とれなかったのもあるか

もしれませんが、とれなかったというか、検討が、まだしている最中でご

ざいます。もう少しお時間をいただきたいと思います。 

〇 朝日新聞   昨日の名刺交換会で上田知事がご挨拶されて、その中でさいたま市が県

全体の成長のコアであるということをおっしゃっていたんですけれども、

さいたま市は政令指定市なので、かなり権限としては移譲されている部分

ございますが、清水市長のお考えとして埼玉県と市との関係で、今後こう

いったことにともに取り組みたいとか、あるいは課題だと思っていること

がおありでしたら教えていただければと思います。 

〇 市  長   埼玉県とさいたま市は、これまでも国が法制化をする前から協議会を設

置して、多少ダブりそうなものについてどうするかとか、あるいは連携を

することでそれぞれの施策の効果を上げることができるかということで、

いろいろな分野にわたって協議をしてきました。また、その後、国のほう

で法制化もされましたので、引き続いてやらせていただいているところで

ありますけれども、今後も、もちろんこれまでやってきた部分と、あと道

路とかはおのずといろいろな形で県との協議なくしては進めることができ

その他：市長選について

その他：県と市の連携や課題について
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ませんので、今後新大宮上尾道路であったり、あるいは見沼田んぼの問題

であったり、市と県とで協議をしながら、それぞれ役割分担をしながらや

っていくことで、さらに効果を上げられる、また前進させることができる

ということも多々あるのではないかと思っております。今後も引き続きそ

ういった機会を活用しながら、またそれ以外にも必要があれば、それぞれ

の個別のテーマごとに協議をして進めていきたいと思っております。 

         きのう上田知事もお話をされていましたけれども、さいたま市は県の県

庁所在地でもあり、また中核的な役割を県の中でも果たしているという、

そういった役割と責任もあると思っていますので、そういう意味では今後

市の発展だけではなくて、周辺の地域とも連携をしたりして、埼玉県全体

の発展につながるように努力をしていきたいと思っております。 

〇 時事通信   時事通信です。 

         新年度予算案の編成作業、市長査定が始まったか始まるころかと思いま

すけれども、ことし新年度予算で、大方針としてどういうところにまちづ

くり、先ほど言われておりましたが、どういうところに力を入れて編成し

ている状況かという点と、ことし選挙イヤーですと骨格予算を組むケース

が多いんですけれども、恐らく骨格予算にしないということだと理解して

おりますが、骨格予算にしない理由について何かあるのであれば、その点

についてお伺いしたいと思います。 

〇 市  長   まず、新年度当初予算の現在の状況について少しお話をさせていただき

たいと思います。 

         まず、市長査定については、１月１０日の火曜日から市長査定を実施し

ていく予定でございます。平成２９年度の予算編成については、社会保障

関係経費など義務的経費の増大、公共施設の長寿命化対策などの経費の増

加に加えまして、県費負担教職員の権限移譲がございまして、それに伴う

給与関連経費が純増になることから、所管局からの予算要求時点の歳出は、

５，７０３億円という状況になっています。これに対しまして、プライマ

リーバランスを均衡させない状態での歳入は５，３０４億円、要求時点で

の財源不足は３９９億円となっております。また、プライマリーバランス

を均衡させ市債の借入を抑えた場合では、５６８億円の財源不足となって

その他：新年度予算について
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いるとの報告を受けております。 

         こうした大変厳しい財政状況の中で、事業の費用対効果の検証、あるい

は緊急度、優先度による事業の優先順位づけなどを徹底することで、事業

の重点化を図らなければならないと考えております。平成２９年度の予算

規模としては、県費負担教職員の経費の分は、これは純増でありますので、

当然昨年度以上になるわけでありますけれども、これを除いたものについ

ても平成２８年度を上回って、過去最大の予算規模となる見込みでござい

ます。 

         具体的には、まだこれから財政局案の報告を受けて査定をしていくとい

うことになりますので、現在の規模については、現時点では申し上げるこ

とができません。 

         （来年度の）予算は、先ほど申し上げましたけれども、東日本の中枢都

市として将来も成長発展していく、さいたま市が持続的に成長発展してい

くための大変重要な、これからの５年から１０年という中で対策を講じて

いかなければならない重要な予算であると認識をしております。 

         そのために、市民満足度をさらに向上させるＣＳ９０運動を推進しなが

ら、総合振興計画、あるいはさいたま市成長戦略、あるいはまち・ひと・

しごと創生総合戦略、これらを着実に実施して、より多くの市民の皆さん

が住みやすいと感じる予算編成に努めていきたいと思っております。特に

東日本の中枢都市に向けた取組、また子育てが楽しくなるような子育て支

援、あるいは急速な高齢化に対応した医療、介護の体制の充実、また一人

ひとりが健幸で、また安心・安全に暮らせるまちづくりなどを、そういっ

たさいたま市にとって喫緊の課題に対する取組について、積極的に施策を

進めていきたいと考えております。 

         それから、２点目の質問でございますけれども、なぜ骨格予算にしない

のかということについて、これは議会でも何度か答弁させていただいてお

りますが、ちょうど選挙の時期が５月ということでございますので、（骨格

での）予算編成をしていくということになると、事業の執行が極めて厳し

くなってくるということがございます。私たちとしては、基本的にはどな

たが市長になっても総合振興計画であるとか、行政の計画に基づきながら

行政を進めさせていただいておりますので、それらに基づいて予算編成を
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して、そしてそれを着実に進めていくという、切れ目なく事業、施策を推

進していくということが、極めて重要であると認識をしておりますので、

これまでも私の前の市長さんの時代から骨格予算ではなくて、そうした（通

年での）予算を組んでございます。それは、（選挙）時期という問題もござ

いますので、そういった中で（通年での）予算を組ませていただいている

ところであります。 

         以上です。 

〇 埼玉新聞   ほかによろしいでしょうか。 

         どうもありがとうございました。以上をもちまして本日の記者からの質

問を終了させていただきます。 

〇 進  行   以上をもちまして市長年頭記者会見を終了させていただきます。 

         次回の開催は１月１９日木曜日１時半からを予定しておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

         ありがとうございました。 

午前１１時４９分閉会 

※この議事録は、明らかな言い直し、重複した言葉遣い、話し言葉などを読み易く整理したも

のを掲載しています。なお、会見後追加・訂正・補足等された文言等については（  ）と

し、下線を付しています。


